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ABSTRACT 
 沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校では、「生活する力、人（社会）と関わろうとする

力、コミュニケーション力」の向上を教育課程の主軸に置き、小学部・中学部・高等部の児

童生徒が協働する時間（コーポレーションタイム）を毎週火曜日 2～4 校時に設定し、児童

生徒のキャリア発達や教師間の指導の連携を図っている。全学部の児童生徒、教師が共に活

動し、学習上の有機的な連携を図る時間として設定している。学部を越えた協働のカリキュ

ラムにより、子ども達が将来を見通し、生き生きと社会で生活するために必要な基礎的・基

本的な能力や態度を実感し、その段階的な発達を支援するための一貫性・系統性のある効果

的な指導の充実につながると考えた。本研究では、科学的な信頼性・妥当性の確認がされた
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特別支援教育成果評価尺度(Special Needs Education Assessment Tool; SNEAT)を用いて、

学部を超えて協働する教育課程の効果を予備的に検討した。 

 小学部・中学部・高等部に在籍して授業に参加した知的障害のある児童生徒全員を評価対

象とし、教員 11 名を SNEAT の評価者とした。2015 年 10 月に毎週 1 回、連続する 3 週に

わたって評価を実施した。 

その結果、小、中、高等部ともに、1～3 回目と回数を重ねるごとに総合得点は上昇した。

小学部は全体的に中学部・高等部よりも低い得点を示しており、上昇もわずかであったが、

中学部・高等部は回数を重ねるごとに大きく得点が上昇した。これは、下学年の後輩に教え

る経験をすることが自信や意欲を喚起させ結果として特に QOL 向上に寄与したと考えられ

る。先輩から学ぶことによる効果を狙った小学部ではあまり得点が伸びなかったが上昇はし

ており、継続的に小・中・高等部の児童生徒が協働する時間を設けることの教育的意義が示

唆された。 

 

Ⅰ．問題と目的 
 

平成 20 年に新しく改訂された現行の学習指導要領では、学校教育に求められている姿と

して、「生きる力」の育成が謳われており、社会人として自立した大人を育てるという観点か

らキャリア教育が推進されている。中央教育審議会（2011）による「今後の学校におけるキ

ャリア教育・職業教育の在り方について（答申案）」では、キャリア教育とは、「一人一人の

社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア

発達を促す教育」であると述べられている。社会人として自立した大人を育てるために、児

童生徒一人一人の自立・社会参加に向けて必要となるコミュニケーション能力・自ら生活す

る力などを育むことが必要である。また、こうしたキャリア教育を充実させるために「社会

の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく」（中央教育審議会, 

2011）というキャリア発達を促すことが重要であると言える。 

一般社団法人全国高等学校 PTA 連合会・株式会社リクルートマーケティングパートナーズ

（2009）による「高校生と保護者の進路に関する意識調査」では、高等学校の進路指導に対

する保護者の要望として、「もっと進路に関する情報提供をしてほしい」と考える者が約 41％

と多く、内閣府による「青少年の社会的自立に関する意識調査」（2004）では、初めて就い

た職業を離職した理由を見ると、「仕事が合わない、つまらない」と考えている者が約 26％、

「人間関係が良くない」と考えている者が約 18％いた。また、東京経営者協会による「平成

21 年 3 月新規高校卒業予定者の採用に関するアンケート調査」（2009）では、高校生を対象

に「将来働くことについて気掛かりがあるか」を尋ねた調査では、約 69％が「ある」と回答

し、「就きたい職業に就くことができるか」ということに不安を感じていた。こうした調査の

回答から高校生や保護者が進路の悩み・人間関係の不安を抱えていることが明らかとなった。

このことを受けて、同答案では「働くことへの不安を抱えたまま学校から職業へ移行したり、

社会や職場への適応に難しさを感じたりしている若者の存在がうかがわれ、学校教育の中で、

仕事や社会に必要となる力が十分に育成できていないのではないか」と指摘されている。続

けて、学校教育は「若者の社会的・職業的自立や、生涯にわたるキャリア形成を支援するた

め、その機能を一層充実させていかなければならない」と明記されていることから、学校現

場でのキャリア教育の推進が重要な課題であるといえる。また、「キャリア教育は、キャリア
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が子ども・若者の発達の段階やその発達課題の達成と深くかかわりながら段階を追って発達

していくことを踏まえ、幼児期の教育から高等教育に至るまで体系的に進めることが必要で

ある」ということから、特別支援学校高等部での社会的・職業的自立に向けた「作業学習」

の授業を円滑に進めるためには、小学部・中学部からの段階的な指導が望ましいと考えられ

る。 

 沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校は、平成 26 年 4 月に開校した新設校で、開校に

あたり、「すべての教育活動は個々の現在及び将来の生活の充実を見通す『生活する力』の育

成を重視し、周囲の人や変化する社会の中で、自ら働きかけ豊かな関係を築く『人（社会）

と関わろうとする力』の育成を目指す教育課程を構築する」というキャリア発達の考えに基

づいた教育目標を掲げている。キャリア発達の実現に向けて、「基礎的・基本的内容を精選し、

生活力を高めるとともに児童生徒の自立と社会参加・貢献をめざして、小・中・高等部の一

貫した系統性のある教育課程」を基本方針とし、実践に取り組んでいる。また、児童生徒が

「社会参加することの喜びや働く意欲・目的意識をもって、環境の変化や困難に直面した時

に自ら課題解決に向かう態度が十分に身についていない」ということから、美咲特別支援学

校はなさき分校では児童生徒の自立と社会参加を見通し、高等部段階からではなく、小学部・

中学部在学中から段階的に積み重ねていくよう長期的な視点に立った「コーポレーションタ

イム」という指導内容・方法を実践している。 

「コーポレーションタイム」は、沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校独自のカリキュ

ラムであり、「各学部が連携し、それぞれの発達段階における社会参加の視点を持って同じ時

間・場所・内容の活動に関わる授業である」と定義づけられている。 

美咲特別支援学校はなさき分校では、「コーポレーションタイム」の活用による教育的効果

として「①教師間において学部以降の見通しや指導の手だての共有、指導内容の一貫性・系

統性が図られる、②協働する授業形態により、興味関心や自己有用感を高め、集団参加や他

者との関わりを深めることができる、③異年齢集団との協働により、先輩への「あこがれ」

の形成と、後輩に「教える」ことの学習効果が得られる（学習意欲の喚起）④コーポレーシ

ョンタイムや学校カフェの実践により学習の意義や成果を実感し、授業と生活（社会）を関

連付けた学習への広がりを得られる」という 4 つの仮説を指摘している。「コーポレーション

タイム」は学部を超えたつながりをつくり長期的な視点を共有することで、指導の一貫性や

継続性・系統性を図ることができ、児童生徒の教育に極めて重要な効果が期待される試みで

あるといえる。「コーポレーションタイム」の活用によって、学部を超えた交流が可能となり、

小・中学部の児童生徒は先輩と時間を共有し協働することで将来の具体的なイメージができ、

社会的・職業的自立に向けた意欲につながる。また、高等部の生徒は、後輩に「教える」こ

とで学習意欲が高まると考えられている。 

具体的な一例として、窯業班では小中高等部での合同授業として十三祝いのお皿作りを題

材に授業実践を行っている。事前学習では、小学部児童は他学部の生徒がいる集団での活動

に慣れるため、中高等部の生徒と顔合わせをし、中高等部では小学部の児童への言葉かけや

活動のシミュレーション等の確認を行った。その結果、小学部は中高等部との制作活動の中

で行った新たな体験から個々の課題に気づき、自立活動など他の教科・領域における取り組

みに結び付けることができた。中学部は先輩の姿を見て憧れを抱くとともに将来への具体的

なイメージを持ち、高等部はリトルティーチャーを経験することで自己有用感が高まるとと

もに、後輩の見本となる責任感、役割意識など、働く意欲の向上につながる機会となった。 
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以上のように、現場教員からはこのような教育的成果が多数事例報告されており、「コーポ

レーションタイム」による教育的意義は極めて高いと考えられる。しかしながら、「コーポレ

ーションタイム」を実践したことによる児童生徒の教育的成果に関しては現場教員の主観に

よる報告のみに留まっており、客観的な評価がなされていないのが現状である。「コーポレー

ションタイム」での長期的な評価を継続して行うことで、小・中・高等部で校内連携を行う

ことで得られる教育的効果を尺度によって明確化し、今後の特別支援教育の先進的存在にな

るよう「コーポレーションタイム」の重要性を明らかにすることが必要であると考えられる。 

本研究では、韓・小原・上月（2014）が開発した内容的妥当性・構成概念妥当性が検証さ

れた既存の客観的評価尺度である特別支援教育成果評価尺度(Special Needs Education 

Assessment Tool; SNEAT)を主軸としながら、SNEAT と日誌の分析・検討を行うことで、

学部を超えた協働による「コーポレーションタイム」での授業実践の教育的効果を検討する

ことを目的とする。 

 

Ⅱ．方法 
 

1．対象 
美咲特別支援学校はなさき分校の小学部・中学部・高等部に在籍して授業に参加した児童

生徒全員を評価対象として、勤務する教員 11 名を SNEAT の評価者とした。 

 

2．手続き 

美咲特別支援学校はなさき分校の授業の担当教員 11 名は、それぞれの教員が担当する小学

部、中学部、高等部でそれぞれ 3 回ずつ評価を行った。小学部では 2015 年 10 月 19 日、10

月 21 日、10 月 27 日に行われた生活単元学習の授業の担当教員 4 名が評価を実施した。中

学部では 2015 年 10 月 19、20 日、10 月 23、24 日、10 月 28、29 日に行われた作業学習の

授業の担当教員 3 名が評価を実施した。高等部では 2015 年 10 月 19 日、10 月 21、22、23、

27 日、10 月 28、29、30 日に行われた授業の担当教員 4 名が評価を実施した（表１）。 

 

表 1 評価実施日程 

学部 回数 月日 授業科目 

小学部 

1 回目 10 月 19 日 生活単元学習 

2 回目 10 月 21 日 生活単元学習 

3 回目 10 月 27 日 生活単元学習 

中学部 

1 回目 10 月 19、20 日 作業学習 

2 回目 10 月 23、24 日 作業学習 

3 回目 10 月 28、29 日 作業学習 

高等部 

1 回目 10 月 19 日 作業学習 

2 回目 10 月 21、22、23、27 日 作業学習 

3 回目 10 月 28、29、30 日 作業学習 
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いずれもコーポレーションタイムとして 2 週にわたり実施した当該授業（小学部は生活単

元学習、中学部および高等部は作業学習）の実施前に第 1 回目評価を、第 1 週目終了後に第

2 回目評価を、すべて終了後に第 3 回目評価をそれぞれ実施した。また、個人が特定されな

いよう無記名式の評価とした。今回の SNEAT の実施にあたって小学部４年生の生活単元学

習、中学部及び高等部の作業学習（手工芸班）を対象とし、コーポレーションタイムの授業

成果について、特別支援教育成果評価尺度（SNEAT）を用いて評価した。 

 

3．評価項目 
1) 特別支援教育成果評価尺度(SNEAT) 

特別支援教育成果評価尺度（SNEAT）は、韓・小原・上月（2014）によって開発された

ものであり、自立活動の内容に QOL の概念を加えたことで児童生徒の QOL 向上の視点から

教育成果を評価することの出来る尺度である。フェイスシート（年齢・性別・通算教職経験

年数・特別支援学校教員免許保有の有無など）と、体の健康・心の健康・社会生活機能の 3

領域 11 項目で構成されている（表 2）。これら 11 項目は、児童生徒の教育達成度に合わせ授

業担当教員が 1～5 で段階的に評価する。また、授業に参加する児童生徒が複数名の場合は、

全体の平均的な変化に基づいて授業の評価を行う。 

 SNEAT が評価する授業の対象児童生徒は、①なんらかの意思表示ができるレベルの児童

生徒であること、②姿勢と運動・動作が一時的でも改善する可能性のある児童生徒であるこ

との 2 つの条件を満たせば障害種を問わず使用することが可能である。 

 SNEAT は沖縄県内 10 特別支援学校 93 事例の自立活動での繰り返しデータから、

Cronbach の α係数 0.90、級数内相関係数 0.89 と高い信頼性が得られ、構成概念妥当性は縦

断的な構造方程式モデリングを扱う潜在成長曲線モデルにより高い適合度が得られている

（Kohara, Han, Kwon et.al., 2015）。 

 

表 2 特別支援教育成果評価尺度（SNEAT） 
① 体の健康 
Q1 授業で行った活動は、児童生徒の体の状態に適したものでしたか 
Q2 児童生徒の姿勢と運動・動作が改善されましたか 
Q3 児童生徒は生活管理に関する理解が深まりましたか 
Q4 児童生徒は病気（障害）の状態の理解が深まりましたか 
② 心の健康 
Q5 児童生徒に肯定的な気分の変化はみられましたか 
Q6 児童生徒は集中して学習活動に取り組みましたか 
Q7 児童生徒の学習上の意欲は高まりましたか 
Q8 児童生徒は、授業中起こりうる場所や場面の変化を理解し対応しましたか 
③  社会生活機能 
Q9 児童生徒は、授業中に他者とのかかわりをもちましたか 
Q10 児童生徒は、授業中に適切なコミュニケーションの手段を選択し表現しましたか 
Q11 児童生徒は、授業のルールを理解し行動調整をしながら参加しましたか 

 

2) 日誌 

 今回の調査期間中（10 月 19 日～10 月 30 日）の高等部生徒の日誌を用いて、コーポレー

ションタイムへ参加し生徒に教育的効果はみられたかどうか教師の主観的な視点から分析を

行う。 
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Ⅲ．結果 

 

1．回答者の基本属性 

 回収率は、11 名中 11 名で 100.0%であった。回答者の通算教職経験月数は、平均 148.1 ヶ

月±105.0 ヶ月で最長は 355 ヶ月、最短は 19 ヶ月であった。 

 

2．SNEAT の得点推移 

1) 総合得点 

 小学部・中学部・高等部ともに 1～3 回目と回数を重ねるごとに総合得点は上昇した。小

学部は全体的に中学部・高等部より低い得点を示しており、上昇もわずかであった。しかし、

中学部・高等部は回数を重ねるごとに大きく得点が上昇した（表 3、図 1）。 

 

表 3 総合得点の基礎統計量 

    1 回目 2 回目 3 回目 

小学部(n=4) 

平均±標準偏差 55.25±6.65 58.50±6.24 58.75±8.54 
最大 62.00 65.00 67.00 
最小 47.00 50.00 48.00 

中学部(n=3)  

平均±標準偏差 62.00±6.24 68.33±1.15 76.00±12.12 
最大 69.00 69.00 90.00 
最小 57.00 67.00 69.00 

高等部(n=4) 

平均±標準偏差 60.25±4.79 67.25±9.22 72.75±14.77 

最大 67.00 80.00 94.00 

最小 56.00 60.00 60.00 

 

 

図 1 総合得点の平均点数推移 
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2) 体の健康領域得点 

 小学部・中学部は 1～3 回目と回数を重ねるごとに得点は上昇したが、小学部は全体的に

中学部よりも低い得点を示しており、上昇もわずかであった。高等部は 1～2 回目では小学

部・中学部よりも大きく得点が上昇したが、3 回目は得点が下がった（表 4、図 2）。 

 

表 4 体の健康領域得点の基礎統計量 

    1 回目 2 回目 3 回目 

小学部(n=4) 

平均±標準偏差 17.75±3.10 18.25±3.59 19.25±2.36 
最大 22.00 23.00 21.00 
最小 15.00 15.00 16.00 

中学部(n=3)  
平均±標準偏差 19.67±2.31 20.00±2.65 22.67±6.66 

最大 21.00 22.00 30.00 
最小 17.00 17.00 17.00 

高等部(n=4) 

平均±標準偏差 19.75±3.20 22.50±4.20 22.75±4.65 

最大 23.00 28.00 29.00 

最小 17.00 18.00 18.00 

 

 

図 2 体の健康領域得点の平均点数推移 

 

3) 心の健康領域 

 小学部は 1～2 回目は得点が上昇したが、3 回目で得点が下がった。中学部・高等部では 1

～3 回目と回数を重ねるごとに大きく得点が上昇した（表 5、図 3）。 
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表 5 心の健康領域得点の点数推移 

    1 回目 2 回目 3 回目 

小学部(n=4) 
平均±標準偏差 20.50±1.29 23.25±2.99 21.00±5.60 

最大 22.00 26.00 26.00 
最小 19.00 19.00 14.00 

中学部(n=3)  
平均±標準偏差 23.00±4.36 27.00±1.73 30.00±3.46 

最大 28.00 28.00 34.00 
最小 20.00 25.00 28.00 

高等部(n=4) 

平均±標準偏差 21.00±0.82 23.75±3.50 25.50±6.35 

最大 22.00 28.00 35.00 

最小 20.00 20.00 22.00 

 

 
図 3 心の健康領域得点の平均点数推移 

 

4) 社会生活機能領域 

 小学部は全体的に中学部・高等部よりも低い得点を示しており、1～2 回目では得点に変化

がみられなかったが、3 回目ではわずかに得点が上昇した。中学部・高等部は 1～3 回目と回

数を重ねるごとに大きく得点が上昇した（表 6、図 4）。 
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表 6 社会生活機能領域得点の基礎統計量 

1 回目 2 回目 3 回目 

小学部(n=4) 
平均±標準偏差 17.00±4.16 17.00±1.15 18.50±1.00

最大 22.00 18.00 20.00
最小 12.00 16.00 18.00

中学部(n=3)  
平均±標準偏差 19.33±4.16 21.33±2.31 23.33±3.06

最大 24.00 24.00 26.00
最小 16.00 20.00 20.00

高等部(n=4) 

平均±標準偏差 19.50±1.91 21.00±2.58 24.50±4.43

最大 22.00 24.00 30.00

最小 18.00 18.00 20.00

図 4 社会生活機能領域得点の平均点数推移 

Ⅳ．考察

1．小学部での効果 

小学部は、総合得点の平均点数推移で 1～3 回目と回数を重ねるごとに得点が上昇してい

るが、全体的に中学部・高等部よりも低い得点を示しており上昇もわずかであった。小学部

の児童は、10 月の実習期間中に各班（手工芸班含む）の作業の見学・体験をしており、形と

しては中学部・高等部の生徒と同じ場所・時間・内容で授業を受けている。しかし小学部は

現在、週に 4 時間しかない生活単元学習の授業の中という限られた教育課程でのコーポレー

ションタイムの参加のため、中学部・高等部の生徒たちの協働の作業学習の時間に比べて、

両学部と協働することのできる時間が少ないのが現状である。したがって、小学部が中学部・

高等部と比べ総合得点の平均点数は全体的に低い水準であることを踏まえると、小学部も中

学部と同じ時期からコーポレーションタイムへの参加を積極的に行い、中学部・高等部と同

じような教育課程上のカリキュラムとしてのコーポレーションタイムを設定すると、小学部
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の教育水準は今よりも上昇し得るのではないだろうかと考えられる。そのために、教師がコ

ーポレーションタイムの教育課程のねらいとして児童に何を学ばせたいのかを明確に意識し

ながら、児童の将来を見据えながらコーポレーションタイムへ参加することが必要である。

同様に、教師は中学部・高等部で行う作業学習の活動内容を見ることで、中学部・高等部で

の授業への見通しを持ち、小学部の段階で何を学ばせたほうが良いのか具体的なイメージが

持つことができる。また、授業のねらいは教師と児童ではそれぞれ異なり、教師は教える立

場として児童に何を学ばせたいのかを意図するねらいを持ちながらも、児童が楽しい・面白

いと感じるような授業を実践することが望ましい。 

小学部に関して今回の調査であまり得点は伸びなかったが、ゆるやかに上昇はしているた

め、今後も継続的にコーポレーションタイムに参加していくことで教育的効果は高まるので

はないかと考えられる。 

 

2．中学部での効果 

中学部は総合得点の平均点数推移で、小学部・高等部よりも 1～3 回目と回数を重ねるご

とに大きく得点が上昇している。また、心の健康領域の平均点数推移では全体的に得点が高

く、1～3 回目と回数を重ねるごとに大きく得点が伸びている。心の健康に関する項目の中で

も、得点の伸びが大きかったのは「Q6. 児童生徒は集中して学習活動に取り組みましたか」

と「Q7. 児童生徒の学習上の意欲は高まりましたか」の二項目であった。このことから、高

等部の生徒が学んでいる習慣・規律的な作業学習に、中学部の生徒が参加し協働することで、

高等部の先輩が学んでいる姿に憧れを抱き、学習意欲が高まっている予想される。さらに、

中学部は高等部には先輩が、小学部には後輩がいる学部のため、最もコーポレーションタイ

ムの影響を受けやすいと考えられる。また、中学部の教師は児童が中学部へ進学する前に、

小学部のうちに何を学ばせれば良いのか小学部の教師に伝えることができる。実際に、現場

の教員から「小学部のうちに、作業学習で身につけなければならない手袋・キャップなどに

慣れさせて欲しい」との声も上がっていた。そういった教師同士の要望を伝え合えるという

面でも、コーポレーションタイムという授業の中で異なる学年同士が協働することのメリッ

トは大きいといえる。これは中学部に限らず、教師が前もって指導するべきことを再認識し

ながら、教師同士で共通した認識を持つことで児童生徒の学部以降がスムーズになると考え

られる。さらに、他学部の教師が児童生徒一人一人の実態把握を共有することで、指導の一

貫性を保つことができると期待できる。 

 

3．高等部での効果 

高等部は総合得点の平均点数推移で、中学部と同様に 1～3 回目と回数を重ねるごとに大

きく得点が上昇している。各領域の中でも特に大きく得点が上昇していたのは社会生活機能

領域の「Q9. 児童生徒は、授業中に他者とのかかわりをもちましたか」の項目であった。実

際に高等部生徒の日誌では、教師の記述の中に「教師の手添えなしで、自ら進んで渡すこと

が繰り返しできるようになった」、「作業の一連の流れを他生徒と協力して出来るようになっ

た」など、後半になるにつれて他生徒との関わり合いを持てるようになり、協力して作業が

できるようになったとの声が記されている。したがって、SNEAT の評価尺度による客観的

評価と教師による主観的評価の両方から、社会生活機能領域に関するコミュニケーション力

等の力が高まっていると予測され、コーポレーションタイムでの協働学習に教育的効果があ
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ると考えられる。また、上記の項目の次に大きく得点が上昇していたのは心の健康領域の「Q5. 

児童生徒に肯定的な気分の変化はみられましたか」の項目であった。これは、コーポレーシ

ョンタイムとして小学部・学部の後輩たちと協働する時間の中、高等部の生徒が他学部の後

輩に教えることで自己肯定感が高まったのではないかと考えられる。 

高等部が中学部よりも全体的に得点が低く、特に 2～3 回目の後半にかけての伸びが良く

なかった。今回、一貫した SNEAT をとるために同じ授業者が 3 回にわけて評価をした。し

かしながら、回数を追うごとに教師が児童生徒に対して求めるレベルが高くなったことで、

後半の評価が厳しくなり伸びにくくなったのではないかと考えられる。SNEAT は授業成果

をみる尺度であるため、教師自身で評価規準に一貫性を持つことが前提となる。評価尺度の

使用法や活用に関する基礎的研修を行う事が正確な成果評価のためには望ましいと言えよう。 

 

4．学部を超えた協働による教育課程の効果 

SNEAT の各領域の平均点数推移の中で、1～3 回目と回数を重ねるごとに小学部・中学部・

高等部の全学部の得点が同じようにゆるやかに上昇していたのは、社会生活機能に関する領

域であった。一般社団法人日本経済団体連合会の｢新卒採用（2014 年 4 月入社対象）に関す

るアンケート調査結果｣によると、企業が選考にあたって重視した点として挙げたものは、｢コ

ミュニケーション能力｣が 82.8%で第 1 位となっている。この数値はその前の年の 86.6%と

比較して低下しているものの、11 年連続で第１位となっており、ここ 5 年は 80%を超える数

値で推移している。この結果から、コミュニケーションに秀でた者はそうでない者よりも就

職に有利であるということがわかる。したがって小学部・中学部・高等部の全学部で社会生

活領域の平均点数推移が 1～3 回目と上昇しているということは、コーポレーションタイム

を行ったことで自立活動の内容である｢人間関係の形成｣｢環境の把握｣｢コミュニケーション｣

に関して何らかの教育的効果があったものと推測できる。また、小学部に関して得点はわず

かではあるが上昇していることから、中学部・高等部の出口だけではなく、小学部からの入

口の段階で中学部・高等部と連携しながら社会生活機能の領域に焦点をおいた授業を展開し

ていくことで、学部以降を見通した一貫性のあるキャリア教育を円滑に行うことができ、コ

ーポレーションタイムがより効果的なものになると期待できる。 

また、小学部・中学部・高等部の児童生徒が同じ時間・場所・内容で交流・協働する学習

の場としてのコーポレーションタイムには、教師と児童生徒の両者に大きなメリットがある。

コーポレーションタイムとして異学部の教師同士が関わり合うことで、教師は児童生徒の将

来に対して長期的な視点での見通しが持てることから、授業の目的・ねらいを再認識するこ

とができる。さらに、異学部の児童生徒同士が交流・協働することで、通常の授業では見え

ない児童生徒の変容を感じることができ、そこから児童生徒の課題が明らかになり、課題解

決に向けて活動を見直すことができる。対して、児童生徒は通常の授業では関わることのな

い異学部・異年齢の児童生徒との交流・協働学習を行うことで、学部ごとに異なる教育的効

果が期待できる。小学部は、作業学習をしている中学部・高等部の先輩の姿を間近で見るこ

とで先輩への憧れを持ち、学習意欲の向上を促すような教育的効果があるのではないかと考

えられる。高等部は小学部・中学部に作業内容を教えることで自己肯定感が高まると考えら

れ、中学部は、高等部の先輩への憧れも形成しながら、小学部の後輩に教えることでの自己

肯定感の向上も期待できると推測される。 

以上のように沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校独自の学部を超えた協働による教育
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課程「コーポレーションタイム」には、教師にも児童生徒にも大きなメリットが示唆され、

様々な教育的効果を見込めるものであり、全国の特別支援学校に通用する教育課程モデルで

あると言えよう。 

 

5．今後の課題 

 SNEAT による分析を行うにあたり、いくつかの改善点があげられた。今回は SNEAT の

データが 3 回分あったが、評価者となる教員数が限られる状況下で標本数が少なかったため、

統計的有意差を検証することができなかった。したがって、小学部・中学部・高等部のそれ

ぞれについて、授業回数を重ねるごとにどのような効果がみられるのか、人数、回数ともに

データの母数を増やすことが今後必要であると考えられた。 

また、授業者が SNEAT で評価をする際に、授業所感を簡単に記入できる欄を作る必要が

あると考えられた。一行で書ける程度の記入欄を作ることで、授業中に評価者が感じた児童

生徒の様子や気付きを、授業後すぐに書き留めることができるため、回答の分析を行う際に

評価者の主観と SNEAT の客観的データの両方から比較することが可能となる。 

 コーポレーションタイムの改善点では、主に小学部の参加に関することがあげられる。前

述の通り、中学部・高等部がコーポレーションタイムを作業学習の一環として設定している

のとは違い、小学部はコーポレーションタイムを生活単元学習の授業として位置付けている。

コーポレーションタイムに積極的に参加するためには、中学部・高等部と同様にコーポレー

ションタイムへの参加を念頭に置いた教育課程の編成を行わなければならない。したがって、

現在週 4 時間ある小学部 5 年・6 年の生活単元学習の授業時数を週 5・6 時間程度に変更し、

コーポレーションタイムとして中学部・高等部と協働できる時間を増やすことが必要であろ

う。 

また、現場の教員からは中学部・高等部と違い、小学部が時間にルーズであることが課題

として挙げられた。中学部・高等部は通常授業の時から時間のけじめをつけることを身に付

けるよう指導されている。そのため、中学部・高等部と共に授業を受けられるコーポレーシ

ョンタイムに参加していくなかで、学年があがるにつれ、チャイムを聞いて行動することが

身に付くようになると推測される。 

さらに、コーポレーションタイムの意義・目的や諸々の連絡事項を学校全体で共通認識で

きるよう小学部・中学部・高等部合同の話し合いを設ける必要がある。現場の教員からは、

小学部の教員が中学部・高等部に遠慮してコーポレーションタイムに積極的に参加できてい

ないという意見もあげられた。そのため、中学部・高等部の実習期間を避けるなど、小学部

の児童の適切な参加時期について全学部の教員合同の話し合いを行うことで改善すると考え

られる。 

 コーポレーションタイムには、上述したようにいくつかの問題点があげられた。しかしな

がら、いずれも教育課程の見直しや教員同士の話し合いによって改善が見込まれるものであ

ると考えられる。したがって、上述の問題点を改善するよう学校が取り組むことで、コーポ

レーションタイムは全国の特別支援学校の学部を超えた交流・協働学習の模範となる優れた

教育課程モデルになっていくと考えられる。 
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付記 
 

本研究を進めるにあたり、共同研究を快く引き受けてくださった沖縄県立美咲特別支援学

校はなさき分校のすべての先生方に深く感謝申し上げます。 
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